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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,実時間システムの仕様記述と検証のための,検証の高速化と仕様記述言語の表現能力の向上
に関する研究の成果をまとめたもので,得られた主な成果は次のとおりである｡
(1)時間不等式手法や二分決定グラフを使った実時間時相論理による時間オートマトンのモデル検査検
証方式を提案して,タイミング検証の高速化 ･省記憶容量化を実現した｡また,計算機実験により,従来
手法に比較して,提案した手法が所要記憶容量を約1/100,計算時間を約 1/10に削減できることを実証
した｡
(2)確率と実時間の概念を基礎とした確率実時同時相論理,確率時間オートマトンとモデル検査検証を
ンダム性が実用的な検証コストで,検証できることを実証した｡
(3) ソフトウェア工学が対象とする複雑な実時間システムを検証可能とするために,時間ステートチャ
ートと実時間オブジェクト指向手法を提案し,それを効率的に検証する実時間記号的言語包含検証手法を
提案した｡これらにより,実時間システムの仕様記述と検証が簡単になり,検証コストが大幅に削減でき
ることが実証できた｡
以上,本論文は,実時間システムに関する検証の高速化 ･省記憶容量化と仕様記述言語の表現能力の向
上を提案したもので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位
論文として価値あるものと認める｡また,平成9年2月13日,論文内容とそれに関連した事項について試
問を行った結果,合格と認めた｡
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